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銀
と
石
油

善
隣
外
交
と
メ
キ
シ
コ
の
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
の
後
退
、

一
九
三
八
－
四
〇
年

杉

山

茂

門
要
約
】
　
一
九
三
八
年
三
月
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
外
国
石
油
資
本
を
接
収
し
た
。
本
稿
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
米
国
の
政
策
に
つ
い
て
次

の
四
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
通
貨
危
機
を
は
じ
め
と
す
る
困
難
に
直
面
し
て
い
た
改
革
期
の
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
は
大

規
模
な
財
政
援
助
を
行
な
う
用
意
が
あ
っ
た
。
第
二
に
石
油
国
有
化
は
援
助
の
可
能
性
を
絶
ち
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
・
政
治
情
勢
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
改

革
を
後
退
さ
せ
た
。
第
三
に
財
務
省
と
大
統
領
が
中
心
と
な
っ
て
米
国
は
銀
国
際
価
格
を
高
い
水
準
に
設
定
し
て
メ
キ
シ
コ
銀
の
購
入
を
続
け
た
。
こ
れ

は
メ
キ
シ
コ
国
内
情
勢
の
悪
化
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
や
世
界
大
戦
勃
発
の
よ
う
な
国
際
情
勢
悪
化
の
醸
成
す
る
危
機
感
に
よ
っ
て
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
崩

壊
に
と
も
な
う
混
乱
を
防
止
す
る
予
防
政
策
と
な
っ
た
。
第
四
に
、
石
油
紛
争
を
め
ぐ
っ
て
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
両
国
関
係
も
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
ン
ス
へ
の
侵
攻
に
と
も
な
う
米
国
側
の
危
機
感
の
深
ま
り
と
メ
キ
シ
コ
側
の
軍
事
協
力
の
申
し
出
と
で
改
善
へ
と
進
ん
だ
。
こ
の
過
程
で
、
メ
キ
シ
コ

は
米
国
へ
の
従
属
を
深
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
○
巻
五
号
　
［
九
九
七
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
D
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（
閃
戦
帥
⇒
犀
一
帥
昌
］
∪
’
図
O
O
ω
①
＜
①
耀
け
）
（
以
下
、
F
D
R
と
略
す
）
政
権
が
、
「
善
隣
外
交
」
を
推
進
し
て
い
る

さ
な
か
、
一
九
　
二
八
年
冬
月
夫
日
、
ラ
サ
・
・
カ
ル
デ
ナ
ス
（
】
U
か
N
鋤
H
O
　
O
い
「
山
O
昌
帥
ω
）
大
統
領
は
・
主
要
な
在
メ
キ
シ
・
外
国
石
落
本
を
接
圃

収
し
、
米
国
務
省
や
英
外
務
省
、
駐
メ
キ
シ
コ
米
国
大
使
ジ
ョ
セ
フ
ス
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
（
｝
。
ω
Φ
冨
器
∪
9
巳
Φ
『
）
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
国
民
を
驚
か
　
獅



　
①
せ
た
。
翌
月
カ
ル
デ
ナ
ス
は
メ
キ
シ
コ
革
命
党
（
P
R
M
）
を
結
成
し
て
「
労
働
者
の
民
主
主
義
」
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
通
貨

の
ペ
ソ
の
価
値
は
下
落
し
、
F
D
R
政
権
内
部
の
理
解
や
米
財
務
省
の
銀
購
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
メ
キ
シ
コ
の
経
済
・
政
治
情
勢
は
悪
化
し
、

三
九
年
冬
に
は
、
後
継
大
統
領
候
補
と
し
て
穏
健
な
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
（
銀
鋤
口
口
Φ
一
融
く
＝
四
〇
餌
ヨ
鋤
O
『
○
）
前
国
防
相
が
指
名
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
四
〇
年
春
に
は
カ
ル
デ
ナ
ス
は
石
油
労
働
者
に
人
員
削
減
と
給
与
減
額
を
要
求
し
、
六
月
に
は
米
国
と
の
軍
事
協
力
に
同
意
す
る
。
本
稿

は
、
富
の
再
配
分
を
目
指
す
こ
の
よ
う
な
改
革
に
と
も
な
う
外
貨
危
機
に
か
ん
す
る
現
代
的
で
歴
史
的
に
も
重
要
な
関
心
か
ら
「
善
隣
外
交
」

と
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
の
後
退
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。

　
従
来
の
対
メ
キ
シ
コ
政
策
研
究
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
ウ
ッ
ド
（
ゆ
蔓
8
≦
。
＆
）
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇

年
代
ま
で
の
軍
事
干
渉
を
含
む
メ
キ
シ
コ
政
策
を
批
判
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
申
の
同
盟
関
係
の
基
礎
と
な
っ
た
非
干
渉
政
策
の
成
功
例
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
「
善
隣
外
交
」
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
る
。
ふ
た
つ
め
は
、
ガ
ー
ド
ナ
！
（
じ
○
旨
ρ
○
費
曾
Φ
貝
）
の
よ
う
に
、
「
善
隣
外
交
」
を
米
国
の

「
非
公
式
の
帝
国
」
の
拡
大
の
手
段
と
し
て
批
判
的
に
見
る
も
の
で
あ
る
。
石
油
国
有
化
を
可
能
に
し
た
の
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
と
の
競
争
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
が
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
第
一
の
関
心
を
メ
キ
シ
コ
革
命
以
来
の
「
革
命

的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
（
あ
る
い
は
「
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
）
と
し
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
石
油
国
有
化
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
極
端
な
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ラ
ン
グ
レ
ー
（
ピ
Φ
し
。
悉
訂
品
♂
望
）
の
「
革
命
的
ゼ
ノ
フ
ォ
ー
ビ
ア
」
な
る
解
釈
で
あ
る
。

　
米
国
外
交
史
家
が
依
拠
す
る
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
の
理
解
は
、
メ
キ
シ
コ
革
命
と
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
を
め
ぐ
る
三
つ
の
解
釈
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
は
、
ハ
ー
ト
（
甘
匿
ζ
’
国
弩
）
や
メ
イ
ヤ
i
（
U
。
冨
震
。
ζ
Φ
鴇
『
）
の
メ
キ
シ
コ
革
命
と
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
と
り
わ
け
米
国
に
対
す
る
）
の
結
果
と
す
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
存
在
は
メ
キ
シ
コ
の
政
治
的
・
経
済
的
独
立
へ
の
一
方
的
な
制

　
　
　
　
　
　
⑥

約
要
因
と
さ
れ
る
。
次
の
解
釈
は
、
ル
イ
ス
（
取
効
導
ひ
昂
閏
r
男
鐸
｛
N
）
や
コ
ッ
ク
ロ
フ
ト
（
冒
ヨ
Φ
ω
○
。
舞
臼
。
ε
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
革
命
は
「
反
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
『
Φ
げ
Φ
蕪
。
昌
）
」
に
す
ぎ
ず
、
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
は
労
働
者
・
農
民
の
搾
取
に
よ
る
資
本
蓄
積
を
早
め
た
の
み
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
ナ
イ
ト
（
≧
碧
囚
巳
α
q
窪
）
の
業
績
に
代
表
さ
れ
る
近
年
の
メ
キ
シ
コ
史
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
な
解
釈
に
挑
戦
し
て
い
る
。
大
土
地
所
有
制
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の
破
砕
が
「
反
乱
」
を
革
命
た
ら
し
め
、
革
命
経
験
の
共
有
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
し
か
し
、
「
経
済
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
エ
リ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
限
ら
れ
、
そ
の
萌
芽
を
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
（
勺
O
H
｛
一
門
一
〇
一
）
｛
鋤
N
）
政
権
末
期
の
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
一
部
国
有
化
に
見
る
。

　
ナ
イ
ト
は
、
メ
キ
シ
コ
研
究
の
草
分
け
タ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ム
（
鳴
噌
9
口
評
8
Q
昌
鵠
Φ
轟
σ
Q
償
昌
回
）
の
、
メ
キ
シ
コ
革
命
は
土
地
を
求
め
る
農
民
革
命
で
あ

っ
た
す
る
初
期
の
解
釈
を
評
価
し
、
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
の
革
新
性
を
、
都
市
の
富
を
農
村
に
還
流
さ
せ
る
農
地
改
革
（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
同
時
代
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
で
は
唯
一
の
例
）
に
み
る
。
土
地
の
分
与
は
社
会
改
革
が
視
野
に
は
い
る
。
さ
ら
に
国
家
資
本
に
よ
る
農
畏
へ

の
信
用
供
与
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
世
俗
的
教
育
（
ω
O
O
一
餌
一
一
し
。
け
一
〇
①
切
口
0
9
け
陣
O
嵩
）
に
よ
っ
て
近
代
的
な
生
産
に
対
応
で
き
る
「
新
し
い
人
間
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

創
造
し
て
、
よ
り
「
人
間
的
な
方
法
」
で
メ
キ
シ
コ
を
生
産
的
な
社
会
に
す
る
こ
と
が
、
カ
ル
デ
ナ
ス
自
身
の
改
革
の
目
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
ナ
イ
ト
等
の
研
究
は
米
国
の
影
響
に
つ
い
て
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
治
」
が
そ
れ
を
容
易
に
し
た
、
と
曖
昧
に
触
れ
る
に
と
ど
ま

⑩
る
。　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
対
し
て
本
稿
は
次
の
よ
う
な
新
し
い
解
釈
を
提
示
し
た
い
。
「
善
隣
外
交
」
に
は
「
非
干
渉
」
に
と
ど
ま
ら
ず
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
に
与
え
る
現
実
的
な
可
能
性
が
あ
っ
た
。
米
国
系
石
油
企
業
に
そ
の
貴
任
の
多
く
が
帰
せ
ら
れ
る
石
油
国

有
化
に
よ
っ
て
そ
の
道
は
断
た
れ
、
米
財
務
省
の
銀
購
入
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
革
に
付
随
し
石
油
国
有
化
が
悪
化
さ
せ
た
外
貨
危
機
や

政
治
危
機
は
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
に
始
ま
る
軍
事
協
力
は
、
「
非
干
渉
政
策
」
の
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
深
ま
っ
て
い
た
両
国

関
係
の
危
機
を
、
フ
ラ
ン
ス
陥
落
の
衝
撃
が
背
景
に
押
し
や
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
ま
で
に
メ
キ
シ
コ
で
は
改
革
は
幻
滅
と
共
に
著
し

く
後
退
し
て
い
た
。
「
善
隣
外
交
」
は
石
油
国
有
化
の
後
、
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
に
必
要
な
改
革
へ
の
政
治
的
意
志
と
経
済
的
基
礎
を
維
持
す
る

環
境
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
解
釈
の
た
め
に
本
稿
が
注
目
す
る
点
は
、
第
一
に
先
行
研
究
が
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
善
隣
外
交
」
と
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
の
後
退
と
の

関
連
に
お
け
る
現
代
的
か
つ
歴
史
的
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
農
地
改
革
や
石
油
国
有
化
な
ど
の
富
の
再
配
分
を
目
指
す
改
革
と
そ
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れ
に
と
も
な
う
貿
易
収
支
の
悪
化
ほ
ペ
ソ
危
機
の
形
態
で
現
わ
れ
る
経
済
的
・
政
治
的
困
難
で
あ
る
。
ペ
ソ
危
機
は
、
戦
後
、
貧
困
層
の
生
活

水
準
の
低
下
を
と
も
な
い
つ
つ
繰
り
返
し
起
き
た
。
こ
の
問
題
の
根
本
に
は
戦
後
労
働
市
場
か
ら
放
置
さ
れ
て
き
た
農
業
人
口
の
過
半
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
エ
ヒ
ー
ド
部
門
の
低
い
生
産
性
が
あ
っ
た
。

　
外
貨
危
機
が
顕
在
化
す
る
ま
で
に
社
会
改
革
と
生
産
の
上
昇
を
メ
キ
シ
コ
は
同
時
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
経
済
的
独
立
」

に
必
要
な
工
業
部
門
を
持
た
な
い
メ
キ
シ
コ
は
、
一
次
産
晶
の
輸
出
で
こ
れ
に
依
存
し
な
い
経
済
・
社
会
体
制
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

⑫た
。
こ
れ
に
は
外
部
の
支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
F
D
R
政
権
が
用
意
し
て
い
た
こ
と
が
第
二
点
で
あ
る
。
別
置
で
明
ら
か
に
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

う
に
、
農
地
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
期
の
米
国
政
策
決
定
者
の
聞
に
広
い
支
持
が
あ
っ
た
。
経
済

的
支
援
の
要
は
、
先
行
研
究
が
簡
単
（
あ
る
い
は
不
正
確
）
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
米
財
務
省
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
銀
の
購
入
で
あ
る
。
ダ
ニ
エ

ル
ズ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
政
策
は
メ
キ
シ
コ
に
と
っ
て
「
麻
酔
薬
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
手
術
に
麻
酔
薬
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

書
を
ま
た
な
い
。
米
財
務
省
が
、
外
貨
の
稼
ぎ
手
と
し
て
～
番
重
要
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
雇
用
・
労
働
運
動
で
も
重
要
で
あ
っ
た
産
業
に
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

力
を
行
使
で
き
た
と
い
う
事
実
は
、
米
・
メ
キ
シ
コ
関
係
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
に
値
し
よ
う
。

　
第
三
に
、
国
際
的
契
機
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
着
眼
を
よ
り
精
緻
に
す
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
フ
ラ
ン
ス
の
陥
落
で

あ
る
。
最
後
に
、
石
油
国
有
化
後
に
改
革
の
継
続
に
必
要
な
政
治
的
・
経
済
的
環
境
が
国
内
・
国
際
的
に
い
か
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い

う
点
に
着
目
す
る
。
こ
の
な
か
で
外
貨
危
機
、
銀
購
入
、
そ
し
て
国
際
的
事
件
が
大
き
な
役
割
を
は
た
す
。

　
以
上
四
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
次
の
四
点
を
論
じ
る
。
一
点
目
は
、
外
貨
危
機
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
主
張
す
る
石
油
国
有
化
後
の
も

の
で
は
な
く
、
改
革
に
よ
っ
て
一
九
三
七
年
冬
に
は
顕
在
化
し
て
お
り
、
銀
購
入
そ
の
他
で
F
D
R
政
権
は
経
済
援
助
の
準
備
が
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
第
二
点
は
、
石
油
国
有
化
は
「
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
米
国
石
油
資
本
の
傲
慢
さ
が
生

み
出
し
た
政
治
的
文
脈
の
中
で
決
断
さ
れ
た
も
の
で
経
済
的
必
然
性
は
な
く
、
農
業
中
心
の
改
革
継
続
の
道
を
断
っ
た
、
い
う
な
れ
ば
石
油
国

有
化
が
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
を
乗
っ
取
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
米
国
内
経
済
の
回
復
と
い
う
目
的
に
無
用
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
っ
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善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山〉銀と石油

た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
米
財
務
省
の
主
導
し
た
銀
購
入
政
策
は
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
の
示
唆
す
る
よ
う
に
外
貨
危
機
を
促
進
し
石
油
紛
争
で
メ
キ
シ

コ
に
妥
協
を
強
い
る
手
段
と
し
て
よ
り
も
、
メ
キ
シ
コ
経
済
を
破
滅
に
至
ら
せ
な
い
予
防
策
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
で
あ
る
。
最
後
は
、
フ
ラ

ン
ス
降
伏
に
至
る
一
九
四
〇
年
五
月
の
ド
イ
ツ
の
低
地
帯
諸
国
へ
の
侵
攻
こ
そ
が
、
ウ
ッ
ド
の
示
唆
す
る
よ
り
も
深
い
危
機
的
状
態
に
あ
っ
た

両
国
指
導
者
に
西
半
球
防
衛
に
関
す
る
共
通
認
識
を
持
た
せ
、
大
統
領
選
挙
直
前
に
政
治
的
苦
境
に
あ
り
経
済
的
に
米
国
に
依
存
し
て
い
た
カ

ル
デ
ナ
ス
政
権
に
米
国
と
の
軍
事
協
力
を
、
F
D
R
政
権
に
メ
キ
シ
コ
銀
の
購
入
の
継
続
と
石
油
賠
償
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
カ
ル
デ
ナ
ス
政

権
へ
の
支
持
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
点
で
あ
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
、
第
一
章
で
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
に
お
け
る
石
油
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
外
寸
直
接
投
資
の
位
遣
づ
け
を
行
な
い
、
石
油
国
有

化
に
至
る
過
程
逢
詳
述
す
る
第
二
章
で
カ
ル
デ
ナ
ス
が
最
後
ま
で
石
油
国
有
化
を
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
第
三
章
で
は
米
国
の
銀
政
策
と
カ

ル
デ
ナ
ス
改
革
の
後
退
過
程
を
、
最
後
に
第
四
章
で
国
際
的
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
の
国
内
的
危
機
の
中
で
の
米
国
・
メ
キ
シ
コ
の
軍
事
協
力
合
意

へ
の
過
程
を
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
本
稿
は
、
英
国
外
務
省
や
米
国
務
省
文
書
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
史
料
と
、
米
国
F
D
R
大
統
領
文
書
館
・
国
立
公
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

館
・
議
会
図
書
館
、
メ
キ
シ
コ
国
立
公
文
書
館
や
外
務
省
文
書
館
等
で
の
文
献
調
査
と
に
よ
っ
た
。

①
石
酒
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有
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に
関
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て
以
下
の
研
究
が
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表
的
で
あ
る
。
冒
①
ρ
》
ω
ぎ
ざ

　
O
曼
胎
齢
ミ
ト
S
ミ
§
ミ
§
§
ミ
、
N
肉
§
。
ミ
賊
§
ミ
§
，
卜
幾
ミ
0
9
惑
、
§

　
（
9
巷
Φ
一
田
｝
∵
¢
o
｛
累
。
尋
O
費
。
一
一
暴
℃
曽
一
8
ω
）
…
ピ
9
魯
N
o
ζ
2
0
が
豪
8

　
縁
駐
寧
ミ
さ
恥
§
導
防
§
畿
§
§
§
㌣
ぎ
辱
。
鳶
絵
＼
，
嵐
ミ
趙
b
働
■
⑦
山
・
（
ζ
①
翠

　
一
。
ρ
U
南
」
田
O
o
δ
σ
q
δ
傷
Φ
竃
身
同
o
ρ
一
り
お
）
…
0
8
お
Φ
℃
議
5
0
監
N
笥
ミ

　
ミ
、
ミ
亀
§
卜
匙
§
ム
選
蔦
ミ
、
さ
翫
§
ミ
韓
§
§
嵩
§
冴
ミ
ミ
ぎ
繕
9
ミ
v
§
§

　
（
0
帯
芝
ら
σ
q
『
O
帥
ヨ
ぴ
邑
σ
Q
①
ご
℃
し
⑩
。
。
昏
。
y
≧
き
囚
巳
α
q
押
．
．
畢
Φ
℃
o
一
三
〇
ω
o
h

　
浄
Φ
閃
巷
お
嘗
跳
o
p
－
、
冒
§
ら
§
勲
§
N
§
ミ
§
疑
馬
壁
馬
出
§
ぎ
§
翫
§

　
○
§
ミ
舜
Φ
ら
．
｝
o
g
些
閉
じ
d
同
。
毛
鐸
窟
。
注
〉
剥
き
隊
巳
σ
q
ま
（
〉
臣
け
ぎ
一
⇔
o
｛
↓
①
×
霧

　
即
一
〇
8
）
る
O
－
旨
。
。
一
〉
匹
。
罵
0
9
ξ
甲
ミ
ミ
惑
嵩
貯
壼
ミ
ミ
吋
馬
§
貯
ミ
§
§
、
ミ

　
（
竃
ゆ
骸
o
P
O
．
野
”
O
巴
《
》
お
”
固
守
Φ
逡
）
■
日
本
で
は
松
村
清
二
郎
編
『
ラ
テ

　
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
石
油
と
経
済
ー
メ
キ
シ
コ
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
』
ア
ジ
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研
究

　
所
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一
九
七
〇
年
、
と
高
橋
均
「
メ
キ
シ
コ
革
命
と
米
英
の
対
応
」
歴
史
学
研
究

　
輪
編
『
南
北
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
〇
年
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第
四
巻
『
危
機
と
改
革
隔
青
木
書
店
、
一

　
九
九
三
年
、
七
一
…
九
二
頁
が
あ
る
。

②
こ
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時
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P
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扁
歴
史
学
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会
編
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南
北
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
〇

　
年
臨
第
四
巻
『
危
機
と
改
革
隔
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
、
二
一
五
…
二
四
〇
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が
あ
る
。
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～
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年
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る
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メ
リ
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諸
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府
の
工
業
化
政
策
に
対
す
る
も
の
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れ
ば
正
し
い
。
し
か
し
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土
地
問
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の
解

　
決
が
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問
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と
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る
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第
一
章
　
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
と
石
油
紛
争

　
一
九
三
六
年
以
来
、
大
規
模
な
土
地
分
配
と
エ
ヒ
ー
ド
（
①
ま
。
）
の
設
立
を
遂
行
し
て
い
た
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
外
国
投
資
政
策
は
「
ゼ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

フ
ォ
ー
ビ
ア
」
と
は
程
遠
く
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
発
展
の
鼠
的
に
応
じ
て
外
国
資
本
を
利
用
す
る
も
の
だ
っ
た
。
世
界
最
大
の
綿
花
取
引
会
社

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ク
レ
イ
ト
ン
社
（
》
巳
霧
。
p
Ω
鋤
旨
8
節
0
9
）
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
大
統
領
の
要
請
を
受
け
て
メ
キ
シ
コ
に
と
ど
ま
り
綿
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

エ
ヒ
ー
ド
に
融
資
を
続
け
た
。
鉄
道
の
国
有
化
は
、
劣
化
し
た
鉄
道
へ
の
責
任
か
ら
一
部
の
投
資
家
を
解
放
し
安
心
さ
せ
た
。
鉱
山
業
と
電
力

業
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
府
の
国
有
化
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
九
〇
％
を
ア
メ
リ
カ
資
本
が
握
る
鉱
山
業
は
と
り
わ
け
重
要
で
、
銀
・
銅
・
亜
鉛
な
ど
の
鉱
産
物
は
輸
出
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。
一

九
三
二
年
一
オ
ン
ス
～
エ
ハ
セ
ン
ト
ま
で
下
が
っ
た
国
際
銀
価
格
は
一
九
三
三
年
「
ロ
ン
ド
ン
銀
協
定
」
と
米
財
務
長
官
に
銀
購
入
の
権
限
を
与

え
た
一
九
三
四
年
忌
購
入
法
と
に
よ
っ
て
、
一
時
七
六
セ
ン
ト
ま
で
高
騰
し
、
三
⊥
ハ
年
一
月
以
降
、
米
財
務
省
が
四
四
・
七
五
セ
ン
ト
に
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
せ
た
。
当
時
、
こ
の
銀
購
入
が
な
け
れ
ば
銀
価
格
は
五
～
一
〇
セ
ン
ト
に
低
迷
し
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
た
。
ペ
ソ
の
対
ド
ル
・
レ
ー

ト
を
三
・
六
に
安
定
さ
せ
（
米
国
か
ら
の
原
料
・
資
本
財
輸
入
が
容
易
に
な
り
、
改
革
下
の
経
済
が
順
調
で
あ
る
と
い
う
指
標
に
な
る
）
、
イ
ン
フ
レ
を
抑

さ
え
、
一
〇
万
の
雇
用
を
抱
え
鉄
道
業
そ
の
他
産
業
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
鉱
山
業
を
維
持
す
る
た
め
に
、
高
い
国
際
銀
価
格
が
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

キ
シ
コ
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
「
鉱
山
業
は
メ
キ
シ
コ
の
繁
栄
を
支
え
る
背
骨
で
あ
り
、
銀
は
そ
の
金
属
の
ア
ー
チ
を
支
え
る
礎
石
」
だ
っ
た
。
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一
九
三
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
の
外
国
石
油
資
本
は
米
墨
関
係
に
お
い
て
不
安
定
な
立
場
に
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
の
テ
ィ
ー
・
ポ
ッ
ト
・

ド
ー
ム
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
以
来
、
米
国
で
は
石
油
資
本
は
「
独
占
」
の
代
名
詞
で
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
で
は
革
命
以
来
メ
キ
シ
コ
主
権
の
「
刺
」

　
　
　
⑥

で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
の
カ
ジ
ェ
ス
・
モ
ロ
ー
協
定
（
○
毘
①
ω
－
ζ
。
蓉
≦
〉
σ
q
「
Φ
Φ
ヨ
Φ
嵩
け
）
で
鎮
静
化
し
て
い
た
石
油
問
題
は
、
一
九
三
五
年
に

結
成
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
共
和
国
石
油
労
働
者
組
合
（
S
T
P
R
M
）
の
賃
上
げ
要
求
で
新
た
な
波
乱
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
ウ
ア
ス
テ
カ
社
（
霞
償
鋤
し
。
紳
①
O
Q
）
を
最
大
の
投
資
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
［
S
O
N
J
］
の
子
会
祉
）
と
す
る
米
国

系
石
油
資
本
は
総
じ
て
メ
キ
シ
コ
か
ら
資
本
を
引
き
上
げ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
投
資
先
を
変
え
て
い
た
。
米
国
大
使
館
員
も
米
国
石
油
資
本
が
現

状
維
持
し
か
し
て
い
な
い
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
S
O
N
J
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
（
↓
「
菊
．
》
H
ヨ
。
り
『
O
鵠
α
q
）
は
収
益
を
メ
キ
シ
コ
へ
の
再
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
ま
わ
し
て
い
な
い
と
明
言
し
て
い
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
社
の
子
会
社
ア
ギ
ラ
（
匡
》
α
Q
亀
餌
）
が
外
国
石
油
資
産
の
七
〇
％
を

代
表
し
て
い
た
。
ア
ギ
ラ
社
は
油
田
開
発
を
継
続
し
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
最
大
の
油
田
で
あ
っ
た
ポ
サ
・
リ
カ
（
℃
O
N
ゆ
菊
帥
O
鋤
）
を
一
九
三
二

年
発
見
し
た
。

　
S
T
P
R
M
は
、
ロ
ン
バ
ル
ド
・
ト
レ
ダ
ー
ノ
（
＜
一
〇
Φ
口
け
Φ
】
じ
O
茸
げ
働
吋
α
O
］
ワ
O
一
①
鼻
口
鄭
O
）
の
指
導
す
る
メ
キ
シ
コ
労
働
者
総
同
盟
（
C
T
M
）
に
属

し
て
い
た
と
は
い
え
カ
ル
デ
ナ
ス
大
統
領
か
ら
自
立
性
を
保
っ
て
い
た
。
独
立
系
の
電
力
・
鉱
山
労
働
組
合
が
C
T
M
か
ら
脱
退
す
る
と
、
S

T
P
R
M
は
C
T
M
に
残
る
最
後
の
産
業
労
働
組
合
と
な
り
、
C
T
M
を
軸
と
し
た
カ
ル
デ
ナ
ス
の
薪
政
党
（
P
R
M
）
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
さ
ら
に
最
大
の
産
油
量
を
持
つ
ポ
サ
・
リ
カ
油
田
（
国
内
生
産
量
の
六
〇
％
を
占
め
る
）
の
労
働
組
合
は
、
S
T
P
R
M
の
指
導
に
も
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
な
い
戦
闘
的
な
自
立
性
を
維
持
し
て
い
た
。

　
メ
キ
シ
コ
国
内
産
業
に
お
け
る
石
油
の
経
済
的
重
要
性
が
～
九
三
〇
年
代
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
発
電
用
お
よ
び
輸
送
用
の
石
油
の
国
内
消

費
は
全
生
産
量
の
⊥
ハ
○
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
一
週
間
の
ポ
サ
・
リ
カ
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
だ
け
の
ス
ト
だ
け
で
も
国
有
鉄
道
の
五

〇
％
を
止
め
る
ほ
ど
の
影
響
力
が
あ
っ
た
。
石
油
産
業
の
滞
り
な
い
操
業
は
、
産
業
発
展
政
策
を
進
め
る
カ
ル
デ
ナ
ス
政
府
に
と
っ
て
重
要
な

　
　
　
　
　
⑨

課
題
で
あ
っ
た
。
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石
油
紛
争
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
カ
ル
デ
ナ
ス
の
改
革
が
直
面
し
て
い
た
財
政
危
機
の
中
で
進
展
し
た
。
三
七
年
の
秋
、

カ
ル
デ
ナ
ス
政
府
は
農
地
改
革
の
た
め
に
赤
字
支
出
を
始
め
た
が
、
年
末
ま
で
に
国
庫
が
底
を
尽
き
改
革
に
必
要
な
公
共
事
業
を
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
政
府
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
契
約
を
ア
ギ
ラ
社
と
結
び
、
そ
の
収
益
に
期
待
を
し
て
い
た
。

大
蔵
大
臣
ス
ア
レ
ス
（
国
鳥
轟
己
。
ω
鼠
話
N
）
は
財
政
援
助
を
求
め
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
飛
び
、
F
D
R
政
権
か
ら
月
五
宮
オ
ン
ス
の
銀
購
入
協
定

ば
か
り
で
は
な
く
、
F
D
R
と
財
務
長
嘗
モ
ー
ゲ
ン
ソ
i
（
国
禽
ξ
ζ
。
お
Φ
三
訂
F
｝
噌
．
）
か
ら
大
規
模
な
財
政
援
助
の
申
し
出
を
得
る
こ
と
に
成

功
し
や
カ
ル
デ
ナ
ス
は
政
治
プ
。
グ
ラ
ム
を
推
進
し
・
「
労
働
者
の
犀
面
壁
の
た
め
に
国
会
命
党
（
P
N
R
）
を
改
組
し
よ
う
と
し
て

　
⑪
い
た
。
農
地
改
革
の
評
価
は
殿
誉
褒
既
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
そ
の
成
否
は
今
後
の
信
用
・
技
術
供
与
の
い
か
ん
に
よ
る
と
見
ら
れ
て

　
⑫
い
た
。
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第
二
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外
国
石
油
資
産
の
接
収

⑨
℃
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墜
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ミ
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メ
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δ
ω
Φ
冥
．
6
ω
メ
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ω
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譜
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圃
8
甲
U
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客
＞
O
ぴ
⊃
誌
①
ω
b
⊃
．

　
十
二
月
十
八
日
連
邦
労
働
委
員
会
が
、
三
七
年
夏
の
専
門
委
員
会
の
賃
上
げ
と
管
理
者
条
項
に
関
す
る
裁
定
を
支
持
し
て
、
賃
上
げ
の
た
め

の
二
六
〇
〇
万
ペ
ソ
を
支
払
う
よ
う
外
国
石
油
会
社
に
命
じ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
交
渉
の
成
功
を
受
け
て
、
メ
キ
シ
コ
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

裁
に
訴
え
る
よ
う
に
石
油
資
本
に
提
案
し
裁
定
の
実
行
を
延
期
し
た
。

　
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
交
渉
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
メ
キ
シ
コ
側
で
は
ス
ア
レ
ス
や
労
働
大
臣
ビ
ジ
ャ
ロ
ボ
ス
（
〉
⇒
け
O
昌
一
〇
＜
一
一
一
帥
囲
O
び
O
ω
）
、
労

働
局
長
コ
ロ
ナ
（
∩
㌣
自
ω
併
餌
く
O
（
り
○
円
O
口
鋤
）
、
外
務
次
官
ベ
テ
タ
（
幻
§
曾
切
Φ
｛
Φ
邑
が
穏
健
派
を
形
成
し
、
ロ
ン
バ
ル
ド
・
ト
レ
ダ
ー
ノ
な
ど
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

指
導
者
や
通
信
・
公
共
事
業
相
ム
ヒ
カ
（
説
き
。
一
。
。
8
窓
⇔
α
q
帥
＄
）
が
急
進
派
を
形
成
し
た
。
外
国
勢
力
は
英
米
両
資
本
の
本
国
の
本
社
と
現
地

経
営
陣
お
よ
び
本
国
政
府
と
各
出
先
大
使
館
お
よ
び
公
使
館
で
あ
っ
た
。
本
社
は
、
ど
ち
ら
も
非
妥
協
の
強
硬
な
態
度
を
と
っ
た
。
現
地
で
は

米
国
経
営
陣
が
生
産
財
の
引
き
上
げ
を
主
張
し
、
英
国
経
営
陣
よ
り
強
行
姿
勢
を
示
し
た
。
米
国
政
府
は
メ
キ
シ
コ
の
国
内
労
働
問
題
へ
の
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

渉
を
回
避
し
て
い
た
が
、
英
国
政
府
は
悪
化
す
る
国
際
環
境
の
中
で
ポ
サ
・
リ
カ
油
田
に
重
大
な
戦
略
的
意
義
を
見
出
だ
し
て
い
た
。
本
国
と
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現
地
両
経
営
陣
は
、
一
月
S
O
N
J
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
を
代
表
者
と
し
て
交
渉
を
行
な
い
、
二
二
〇
〇
万
ペ
ソ
を
提
示
し
た
。
彼
の
西
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

劇
流
の
交
渉
は
、
メ
キ
シ
コ
穏
健
派
を
悩
ま
せ
た
。

　
三
月
一
日
、
最
高
裁
判
所
が
労
働
委
員
会
の
決
定
を
追
認
し
た
た
．
め
、
両
者
は
妥
協
点
を
探
し
て
忙
し
く
交
渉
に
入
っ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
大

統
領
と
石
油
資
本
の
代
表
者
は
二
回
あ
っ
た
。
四
日
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
会
社
側
が
労
働
委
員
会
の
賃
上
げ
に
関
す
る
仲
裁
を
受
け
入
れ
れ
ば
、

メ
キ
シ
コ
大
統
領
と
し
て
懸
案
の
管
理
職
条
項
で
労
働
側
の
妥
協
を
取
り
付
け
、
賃
上
げ
の
負
損
も
二
六
〇
〇
万
ペ
ソ
を
越
え
な
い
よ
う
に
す

る
と
約
束
し
た
。
石
油
会
社
側
は
支
払
い
不
能
と
し
て
カ
ル
デ
ナ
ス
の
仲
裁
案
を
拒
絶
し
た
。
続
く
七
日
の
交
渉
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
物
別

　
　
　
　
　
⑤

れ
に
終
わ
っ
た
。

　
翌
日
よ
り
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
石
油
資
本
接
収
に
向
け
た
動
き
を
取
る
。
八
日
置
閣
議
で
は
接
収
賛
成
・
反
対
の
両
論
が
出
て
結
論
は
で
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
た
が
、
十
日
カ
ル
デ
ナ
ス
は
ム
ヒ
カ
に
接
収
の
政
令
を
起
草
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
十
一
日
、
米
国
大
使
ダ
ニ
エ
ル
ズ
は
、
米
国
現
地
経
営

陣
に
賃
上
げ
は
認
め
る
よ
う
訴
え
た
。
シ
ェ
ル
本
社
も
現
地
代
表
部
に
賃
上
げ
を
認
め
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
十
五
日
、
労
働
側
の
要
請
を

受
け
て
最
高
裁
は
、
石
油
会
社
が
裁
判
所
命
令
に
「
不
服
従
」
の
状
態
に
あ
る
と
宣
言
し
た
。
英
米
現
地
経
営
陣
は
、
管
理
職
条
項
の
修
正
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

条
件
に
賃
上
げ
を
飲
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
当
初
の
支
払
い
不
能
と
い
う
主
張
が
石
油
会
社
側
の
「
は
っ
た
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
す
ま
す

明
か
に
な
っ
た
。

　
翌
十
六
日
、
面
会
を
し
た
英
国
公
使
に
対
し
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
石
油
資
本
の
「
頑
迷
さ
」
と
預
金
引
き
上
げ
そ
し
て
公
然
た
る
最
高
裁
判
決

へ
の
挑
戦
を
批
判
し
、
労
働
委
員
会
の
賃
上
げ
に
関
す
る
仲
裁
を
早
急
に
受
け
入
れ
れ
ば
妥
協
に
よ
る
解
決
が
ま
だ
可
能
で
あ
る
、
と
の
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

英
国
公
使
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
の
提
案
に
＝
筋
の
光
明
」
を
見
出
だ
し
た
。
し
か
し
、
石
油
資
本
は
労
働
委
員
会
の
仲
裁
案
を
受
け
入
れ
て
最

高
裁
命
令
に
従
う
よ
り
も
、
管
理
職
条
項
に
関
す
る
妥
協
を
賃
上
げ
で
労
働
側
か
ら
え
よ
う
と
し
て
拒
絶
さ
れ
た
。
石
油
会
社
側
は
カ
ル
デ
ナ

ス
の
指
導
力
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
労
働
側
は
、
同
B
、
三
月
二
十
三
日
の
大
衆
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
各
地
に
指
示
し

て
い
た
。
翌
十
七
日
、
ダ
ニ
エ
ル
ズ
も
ベ
テ
タ
お
よ
び
外
梢
ア
イ
（
き
6
巳
鋤
乙
○
国
爵
）
に
管
理
職
条
項
を
撤
質
す
る
よ
う
要
請
し
、
ベ
テ
タ
が
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善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山）銀と石油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

労
働
側
に
働
き
か
け
た
が
徒
労
に
終
わ
る
。

　
メ
キ
シ
コ
で
の
交
渉
が
決
裂
に
向
か
っ
て
い
る
こ
ろ
、
米
国
側
は
石
油
産
業
の
接
収
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
決
裂
を
避
け
る
た
め
に
カ

ル
デ
ナ
ス
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
国
務
省
に
働
き
か
け
た
英
国
政
府
は
、
国
務
次
官
ウ
ェ
ル
ズ
（
ω
ロ
ヨ
ロ
Φ
噌
ぐ
く
Φ
一
一
Φ
し
。
）
の
干
渉
拒
否
と
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

油
企
業
の
不
当
な
搾
取
へ
の
非
難
に
失
望
し
た
。
ダ
田
鼠
ル
ズ
と
F
D
R
は
、
夏
の
メ
キ
シ
コ
訪
問
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
楽
観

は
す
ぐ
に
破
ら
れ
る
。

　
十
八
B
の
時
間
的
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
推
察
を
交
え
て
述
べ
れ
ば
早
朝
ま
で
に
英
国
現
地
経
営
陣
は
、
ス
ア
レ
ス
と
ビ
ジ
ャ
ロ
ボ
ス
の

同
意
を
得
て
、
労
働
委
員
会
の
コ
ロ
ナ
か
ら
五
日
間
の
猶
予
を
え
た
。
し
か
し
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
ビ
ジ
ャ
ロ
ボ
ス
に
合
意
の
た
め
の
仕
事
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

棄
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
猶
予
期
間
も
取
り
消
さ
れ
午
後
二
時
、
労
働
委
員
会
は
労
使
協
定
が
停
止
し
て
い
る
と
宣
雷
し
た
。
S
T
P
R
M
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

恥
部
は
、
真
夜
中
を
期
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
よ
う
、
傘
下
の
労
働
者
に
指
示
し
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
大
統
領
は
、
ロ
ン
バ
ル
ド
・
ト
レ
ダ
ー

ノ
お
よ
び
S
T
P
R
M
指
導
者
と
会
見
し
て
石
油
産
業
接
収
の
決
定
を
伝
え
、
ス
ア
レ
ス
と
と
も
に
閣
議
に
向
か
っ
た
。
午
後
七
時
に
始
ま
っ

た
閣
議
で
接
収
が
正
式
に
決
ま
り
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
午
後
十
時
置
全
国
向
け
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
収
用
を
国
民
に
知
ら
せ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、

収
用
の
二
つ
の
理
由
を
ス
ア
レ
ス
に
説
明
し
た
。
一
つ
は
、
英
米
石
油
資
本
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
主
権
の
無
視
、
第
二
に
石
油
労
働
者
に
よ
る
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
ラ
イ
キ
が
も
た
ら
す
経
済
的
損
失
で
あ
っ
た
。

　
メ
キ
シ
コ
の
石
油
資
産
接
収
は
予
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
も
三
月
七
日
ま
で
、
接
収
の
決
意
を
固
め
つ
つ
も
十
六
B

ま
で
妥
協
の
道
を
探
っ
て
い
た
。
接
収
の
決
定
は
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
英
米
、
特
に
米
国
資
本
が
最
後
ま
で
メ
キ
シ
コ
主
権
に
盾
つ
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
外
国
石
油
資
産
の
接
収
を
望
ん
で
い
た
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
米
国
系
石
油
資
本
の
「
瀬
戸
際
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

策
」
が
、
カ
ル
デ
ナ
ス
を
追
い
詰
め
、
彼
が
接
収
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
接
収
で
外
国
石
油
資
産
を
無
傷
で
手
に
入
れ
て
石
油
労
働
者
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
避
け
、
一
時
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
利
用
し
て
P
N
R
を
改
組
、
「
労
働
者
の
民
主
主
義
」
の
た
め
に
P
R
M
の
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
カ
ル
デ
ナ
ス
は
成
功
し
た
。
政
府
は
す
ぐ
に
労
働
者
の
自
主
管
理
要
求
を
押
さ
え
て
国
営
石
油
会
社
（
P
e
m
e
x
）
を
設
立
し
た
。
外
国
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石
油
資
産
接
収
と
い
う
メ
キ
シ
コ
革
命
の
目
的
を
偶
然
に
も
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
．
つ
た
興
奮
と
と
も
に
、
最
後
の
決
断
で
こ
れ
ら
が
カ
ル
デ
ナ

ス
の
胸
に
去
来
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
F
D
R
政
権
は
石
油
資
産
接
収
を
避
け
る
策
を
と
ら
な
か
っ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
に
圧
力
を
か
け
る
よ
り
は
石
油
資
本
に
圧
力
を
か
け
る

ほ
う
が
は
る
か
に
容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
四
一
年
に
は
メ
キ
シ
コ
政
府
に
有
利
な
資
産
評
価
を
石
油
会
社
側
に
飲
ま
せ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
油
資
本
に
妥
協
を
求
め
る
方
向
に
動
い
た
の
は
ダ
ニ
エ
ル
ズ
の
み
で
あ
っ
た
。
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ヒ
リ
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は
、
石
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労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
と
す

　
る
石
油
産
業
の
停
止
が
も
た
ら
す
国
内
経
済
へ
の
影
響
に
た
い
す
る
懸
念
に
言
及

　
し
て
い
な
い
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閏
①
3
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三
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善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山）銀と石油

も
参
照
せ
よ
。
ロ
ン
バ
ル
ド
・
ト
レ
ダ
ー
ノ
が
カ
ル
デ
ナ
ス
に
影
響
を
与
え
た
と

い
う
見
解
も
当
時
か
ら
あ
っ
た
（
竃
Φ
ヨ
。
．
げ
冤
O
q
α
q
σ
q
磐
｛
o
「
≦
Φ
一
一
⑦
。
・
▼
O
》
質
躍

一
り
G
。
Q
。
讐
窯
〉
①
ω
①
G
。
＼
ω
○
。
置
）
。
し
か
し
、
彼
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
と
の
会
談
後
、
石
油

資
産
接
収
で
「
不
都
合
な
」
こ
と
が
起
き
る
と
心
配
し
て
い
た
（
O
謹
ざ
9
誉

第
三
章
　
石
油
資
産
接
収
の
の
影
響
と
米
国
銀
政
策

　
ミ
恥
§
o
気
O
）
。

⑭
際
巴
α
q
算
．
雨
。
蕊
8
。
｛
㊦
巷
δ
冨
9
肯
δ
戸
、
－
り
蒔

⑮
○
賀
賦
ρ
聖
・
』
§
冬
N
ミ
Q
ミ
§
費
卜
。
嵩
－
ホ

　
石
油
産
業
接
収
後
の
二
年
間
は
、
六
十
年
弱
の
歳
月
を
も
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
カ
ル
デ
ナ
ス
改
革
が
政
治
的
モ
メ
ン
タ
ム
を
失
い
農

地
改
革
が
挫
折
し
、
メ
キ
シ
コ
政
府
が
工
業
化
を
追
求
し
始
め
る
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
カ
ル
デ
ナ
ス
は
石
油
資
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
も
と
に
経
済
発
展
と
改
革
が
可
能
で
あ
る
と
信
じ
た
。
ウ
ェ
ル
ズ
ら
は
、
メ
キ
シ
コ
人
は
石
油
産
業
の
経
営
は
で
き
な
い
と
考
え
た
。
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
、
メ
キ
シ
コ
は
経
営
・
生
産
を
維
持
し
た
が
、
石
油
を
輸
出
産
業
に
育
成
す
る
の
に
必
要
な
開
発
と
合
理
化
に
は
失
敗
す
る
。
英
国
公
使
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
石
油
国
有
化
に
よ
っ
て
行
き
詰
ま
っ
た
農
業
改
革
に
か
わ
る
工
業
化
が
語
ら
れ
始
め
た
と
観
察
し
た
。
タ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ム
が
心
配
し
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
に
石
油
国
有
化
が
も
た
ら
し
た
経
済
的
・
政
治
的
反
響
は
「
長
期
的
に
見
て
そ
の
他
の
社
会
改
革
を
著
し
く
遅
ら
せ
る
」
で
あ
ろ
う
。

　
接
収
は
メ
キ
シ
コ
全
人
民
を
反
米
・
反
外
国
資
本
に
動
員
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
C
T
M
の
三
月
二
十
三
日
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
酋
都
メ
キ
シ
コ
市
に
お
い
て
カ
ル
デ
ナ
ス
に
対
す
る
メ
キ
シ
コ
人
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
表
わ
し
た
か
に
見
え
た
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
賠
償
の
た
め
の
募
金
に
積
極
的
に
応
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
熱
狂
の
欠
如
が
目
立
っ
た
。
ニ
ナ
三
日
（
水
曜
目
）
を
休
日
と

し
て
動
員
を
容
易
に
し
た
政
府
が
、
都
市
労
働
者
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
た
農
民
、
生
徒
を
引
率
す
る
教
師
た
ち
を
動
員
し
た
。
参
加
し
な

い
公
務
員
は
罰
金
を
課
せ
ら
れ
た
。
た
し
か
に
地
方
都
市
で
は
、
同
じ
条
件
で
行
な
わ
れ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
二
倍
の
動
員
を
見
た

が
、
メ
キ
シ
コ
大
衆
の
石
塔
資
産
接
収
に
対
す
る
動
員
は
、
「
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
彼
ら
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て

　
⑥
い
た
。

　
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
撃
し
た
米
国
領
事
た
ち
は
、
赤
旗
と
黒
旗
の
数
が
罵
り
緑
と
白
と
赤
の
メ
キ
シ
コ
国
旗
が
目
立
っ
た
と
観
察
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し
た
。
接
収
は
メ
キ
シ
コ
の
政
治
的
屡
説
を
国
内
の
階
級
闘
争
か
ら
英
米
石
油
資
本
に
対
す
る
国
民
的
統
一
へ
と
す
り
替
え
た
。
富
裕
階
級
は
、

接
収
の
経
済
へ
の
影
響
を
心
配
し
た
が
、
そ
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
非
メ
キ
シ
コ
的
だ
か
ら
だ
。
い
か
に
脆
弱
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
と
は
言
え
、
外
国
石
油
の
接
収
は
国
民
的
統
一
を
実
現
す
る
遵
具
と
な
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
革
命
に
つ
ぐ
史
上
二
番
目
の
大
規
模
な
石
油
産
業
接
収
は
、
前
々
日
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
で
忙
し
か
っ
た
国
務
省

官
僚
を
驚
か
し
た
。
彼
ら
は
、
米
国
が
銀
購
入
停
止
と
い
う
強
硬
策
態
度
を
取
れ
ば
米
国
の
強
さ
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
が
国
際
危
機
の
中
で

メ
キ
シ
コ
が
分
裂
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
接
収
を
認
め
れ
ば
メ
キ
シ
コ
は
賠
償
を
支
払
わ
ず
、
他
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
も
こ
れ
に
倣
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
。

　
国
務
長
富
ハ
ル
（
O
O
憎
価
Φ
一
一
葭
口
｝
一
）
の
試
み
た
強
硬
策
（
ダ
ニ
エ
ル
ズ
大
使
の
召
喚
と
銀
購
入
の
停
止
、
早
急
な
る
賠
償
の
支
払
い
要
求
）
は
、
駐
メ

キ
シ
コ
米
国
大
使
館
と
財
務
省
の
抵
抗
で
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
ズ
は
帰
国
を
拒
否
し
、
米
国
石
油
資
本
を
そ
の
強
硬
な
内
容
で
驚
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

せ
た
ハ
ル
の
三
月
二
六
日
の
覚
書
を
、
外
相
ア
イ
と
の
交
渉
で
メ
キ
シ
コ
政
府
が
「
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
は
、
月
五
万
オ
ン
ス
の
メ
キ
シ
コ
銀
の
買
い
上
げ
の
「
再
考
」
を
発
表
し
た
が
、
国
際
銀
価
格
は
四
四
・
七
五
か

ら
四
二
・
七
五
セ
ン
ト
へ
下
が
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
後
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
（
国
帥
魔
軍
《
∪
・
ぐ
く
『
津
①
）
を
代
表
と
す
る
財
務
省
密
画
の
働
き

か
け
が
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
銀
政
策
で
メ
キ
シ
コ
に
真
の
打
撃
を
与
え
る
た
め
に
は
、
財
務
省
が
国
際
銀
価
格
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
指
摘
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
銀
国
際
価
格
は
米
財
務
省
が
決
め
て
お
り
、
そ
の
価
格
で
メ
キ
シ
コ
は
ロ
ン
ド
ン
市
場
で
銀
を
売
却
で
き
る

か
ら
月
五
万
オ
ン
ス
の
銀
購
入
計
画
の
停
止
は
メ
キ
シ
コ
へ
の
実
質
的
な
打
繋
に
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
政
策
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ら
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
、
一
九
三
四
年
銀
購
入
法
の
目
的
（
国
際
銀
価
格
の
上
昇
と
安
定
）
に
反
し
、
第
二
に
「
比
較
的
些
細
な
政
治
騒
的
」
に
米
国
政
府
が
国
際

通
貨
政
策
を
従
属
さ
せ
る
、
と
い
う
印
象
を
諸
外
国
に
与
え
て
将
来
の
国
際
通
貨
体
制
の
再
建
に
米
国
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
る
際
の
障
害
に

な
り
、
第
三
に
日
本
の
侵
略
に
抵
抗
し
て
い
た
中
国
を
困
難
に
陥
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ら
は
、
改
革
に
失
敗
し
て
内
乱
に
陥
る
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

キ
シ
コ
と
の
貿
易
の
打
撃
の
ほ
う
が
接
収
さ
れ
た
石
油
資
産
の
返
還
に
よ
る
利
益
よ
り
も
大
き
い
と
主
張
し
た
。

122　（760）



善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山）銀と石油

　
F
D
R
は
、
四
月
一
B
、
「
思
慮
深
い
投
資
」
理
論
を
用
い
て
、
米
国
石
油
資
本
は
埋
蔵
石
油
へ
の
賠
償
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
賄
賂

で
デ
ィ
ア
ス
政
権
か
ら
広
大
な
土
地
を
得
た
大
地
主
（
ハ
…
ス
ト
図
＄
肇
と
F
D
R
は
名
指
し
し
た
）
よ
り
も
米
国
籍
耕
作
農
民
へ
の
賠
償
を
優

先
す
べ
き
だ
、
と
記
者
会
見
で
述
べ
た
。
五
日
置
メ
キ
シ
コ
大
使
館
員
と
面
会
し
た
F
D
R
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
の
P
M
R
結
成
を
「
真
の
民
主

主
義
へ
の
道
」
と
し
て
支
持
を
表
明
し
、
記
者
会
見
の
内
容
を
確
認
し
た
。
二
十
日
の
記
者
会
見
で
彼
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
例
に
し
て
、
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

シ
ス
ト
諸
国
の
介
入
を
許
し
て
メ
キ
シ
コ
を
そ
の
二
の
舞
に
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
論
じ
た
。
英
国
外
務
省
は
米
国
の
メ
キ
シ
コ
政
策
の
変
化
を

感
じ
取
り
、
四
月
始
め
、
国
務
省
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
転
覆
を
望
ん
で
い
た
が
、
五
月
ま
で
に
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
を

支
持
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
る
と
結
論
し
た
。
⊥
白
月
米
国
大
使
館
員
も
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
よ
う
な
資
本
対
労
働
の
対
立
を
回
避
す
る
た
め
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

シ
ン
ト
ン
は
「
カ
ル
デ
ナ
ス
と
そ
の
助
言
者
」
を
支
持
し
て
い
る
、
と
英
国
側
に
伝
え
た
。

　
五
月
、
ホ
ワ
イ
ト
は
一
九
三
七
年
一
二
月
以
来
懸
案
で
あ
っ
た
経
済
援
助
案
を
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
F
D
R
の
示

唆
を
受
け
て
二
％
に
利
子
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
九
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
銀
借
款
は
、
石
油
問
題
の
解
決
を
条
件
に
つ
け
ね
ば
な
ら
ず
ま
た
国
務

省
の
反
対
で
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
十
一
月
に
ホ
ワ
イ
ト
は
生
産
力
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
大
胆
な
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ユ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
」
を
提
案
す
る
が
、
受
け
皿
の
な
い
ま
ま
こ
の
計
画
は
霧
消
し
た
。
援
助
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
米
国
は
メ
キ
シ
コ
へ

の
非
干
渉
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
・
政
治
情
勢
は
続
け
て
悪
化
し
て
い
く
。

　
ペ
ソ
は
、
米
国
財
務
省
の
銀
購
入
継
続
の
報
を
受
け
て
五
ペ
ソ
か
ら
四
・
五
に
回
復
し
た
。
こ
れ
は
メ
キ
シ
コ
産
業
が
か
ろ
う
じ
て
米
国
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
の
輸
入
を
維
持
で
き
る
限
界
で
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
内
外
の
実
業
界
の
信
用
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
さ
ら
な
る
接
収
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

行
な
わ
な
い
と
宣
言
し
た
。
都
市
化
の
進
展
で
増
大
し
た
中
産
階
級
は
カ
ル
デ
ナ
ス
が
期
待
し
た
よ
う
に
経
済
的
独
立
の
た
め
に
「
ト
ル
テ

　
　
　
　
　
⑯

イ
ー
ジ
ャ
と
塩
」
で
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
中
途
に
終
わ
っ
た
土
地
改
革
で
行
き
場
を
失
っ
た
農
業
労
働
者
は
都
市
に
流

れ
込
ん
だ
。
メ
キ
シ
コ
市
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
で
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
の
リ
ベ
ラ
ル
な
労
働
政
策
も
あ
っ
て
、
資
本
は
生
産
部
門
よ
り
も
不
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

産
や
商
品
投
機
に
向
か
い
必
要
な
生
産
の
増
強
を
見
な
か
っ
た
。
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政
治
的
に
は
、
息
を
潜
め
て
い
た
保
守
層
が
回
復
し
て
右
派
諸
政
党
が
籏
生
し
、
前
農
業
大
臣
サ
ツ
ル
ニ
ー
ノ
・
セ
デ
ィ
ー
ジ
ョ

（
ω
鋤
け
償
円
ロ
一
郎
O
　
｛
Q
Φ
傷
一
一
一
〇
）
が
サ
ン
・
ル
イ
ス
・
ポ
ト
シ
州
で
反
乱
を
起
こ
し
た
。
農
民
の
反
改
革
運
動
で
あ
る
シ
ナ
ル
キ
ス
タ
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
ω
一
暴
お
償
聾
9
）
も
勢
力
を
著
し
く
伸
ば
し
始
め
た
。

　
一
九
三
八
年
夏
、
小
土
地
所
有
者
へ
の
賠
償
を
優
先
す
る
カ
ル
デ
ナ
ス
提
案
（
こ
れ
は
F
D
R
の
示
唆
に
準
ず
る
）
を
拒
否
し
、
一
九
二
七
年

以
来
の
す
べ
て
の
農
業
補
償
の
返
済
を
国
務
省
は
求
め
た
。
法
律
顧
問
ハ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ス
（
○
「
Φ
Φ
⇒
霞
9
0
搾
≦
O
「
叶
7
）
は
、
国
務
長
官
ハ
ル
の
意
図

を
英
国
大
使
館
員
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
支
払
い
不
能
な
農
業
補
償
を
カ
ル
デ
ナ
ス
に
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
油
国
有
化
の
補
償
の
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
が
不
可
能
な
こ
と
、
ひ
い
て
は
石
油
資
産
の
返
還
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
カ
ル
デ
ナ
ス
に
悟
ら
せ
る
と
。
こ
の
国
務
省
の
政
策
は
タ
ン
ネ

ン
バ
ウ
ム
と
ダ
イ
エ
ル
ズ
の
反
対
に
あ
う
。

　
タ
ン
ネ
ン
バ
ウ
ム
は
、
ダ
滋
藤
ル
ズ
大
使
に
乎
紙
を
送
り
、
「
メ
キ
シ
コ
に
起
き
て
い
る
根
本
的
な
歴
史
的
変
化
は
、
洪
水
の
よ
う
に
、
行

く
手
の
あ
ら
ゆ
る
障
害
物
よ
り
も
強
い
」
と
述
べ
、
民
主
的
な
メ
キ
シ
コ
の
創
造
の
た
め
に
米
国
は
カ
ル
デ
ナ
ス
の
土
地
改
革
を
支
持
す
べ
き

だ
、
と
主
張
し
た
。
こ
の
手
紙
を
F
D
R
送
っ
た
ダ
ニ
エ
ル
ズ
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
例
を
使
い
、
補
償
要
求
の
行
き
過
ぎ
が
引
き
起
こ
す
か

も
し
れ
な
い
右
派
革
命
に
よ
る
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
転
覆
は
、
「
流
血
と
も
う
　
つ
の
ス
ペ
イ
ン
」
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
し
た
。
彼

は
、
「
メ
キ
シ
コ
を
も
う
一
つ
の
ス
ペ
イ
ン
に
す
る
た
め
に
武
力
の
使
用
も
辞
さ
な
い
」
投
資
家
と
「
返
済
を
強
制
す
る
た
め
に
棍
棒
の
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
辞
さ
な
い
」
国
務
官
僚
を
抑
制
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
米
墨
関
係
の
危
機
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
が
救
っ
た
。
九
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ド
イ
ツ
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ズ
デ
ー
デ
ン
地
方
の
割

譲
を
要
求
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
無
頓
着
に
メ
キ
シ
コ
へ
の
覚
書
に
没
頭
し
て
い
る
ハ
ル
を
経
済
問
題
平
角
フ
ァ
イ
ス
（
口
2
げ
Φ
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

頃
Φ
帥
ω
）
は
、
批
判
的
に
見
て
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
い
た
大
使
館
員
の
一
人
は
、
メ
キ
シ
コ
が
補
償
要
求
を
飲
ま
な
け
れ
ば
米
・
墨
関
係
は
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

復
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
。
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
の
要
求
に
譲
歩
す
る
と
、
欧
州
に
お
け
る
英
仏

の
威
信
の
低
下
を
心
配
し
は
じ
め
た
ハ
ル
は
、
国
務
次
官
補
バ
ー
リ
（
》
価
。
沸
し
d
巴
ρ
旨
困
．
）
の
メ
キ
シ
コ
と
キ
ュ
ー
バ
と
の
関
係
改
善
を
を
手
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初
め
に
南
北
ア
メ
リ
カ
の
連
帯
を
強
化
す
べ
き
だ
と
い
う
進
言
を
受
け
入
れ
た
。
ハ
ル
は
覚
書
の
交
換
か
ら
口
頭
で
の
交
渉
に
切
り
替
え
、
カ

ル
デ
ナ
ス
は
補
償
を
伴
な
わ
な
い
米
国
人
所
有
の
土
地
接
収
の
停
止
と
、
一
〇
〇
万
ド
ル
の
補
償
支
払
い
に
同
意
し
た
。
改
善
さ
れ
た
関
係
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
八
年
暮
れ
の
リ
マ
汎
米
会
議
で
の
米
墨
協
力
で
示
さ
れ
た
。

　
一
九
三
九
年
の
米
国
・
メ
キ
シ
コ
関
係
は
両
国
の
失
望
で
始
ま
っ
た
。
米
国
石
油
会
社
は
、
前
全
国
復
興
公
社
長
リ
ッ
チ
バ
ー
グ
（
∪
。
冨
乙

空
。
菖
2
α
q
）
を
雇
い
、
メ
キ
シ
コ
と
の
交
渉
に
あ
た
ら
せ
た
。
彼
は
、
最
終
的
に
は
メ
キ
シ
コ
政
府
に
石
油
採
掘
権
を
も
た
ら
す
長
期
契
約
を

外
国
石
油
資
本
と
結
ぶ
よ
う
提
案
し
た
。
F
D
R
は
、
こ
の
提
案
を
「
極
め
て
実
際
的
」
で
「
現
金
」
を
メ
キ
シ
コ
政
府
に
も
た
ら
す
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
強
く
支
持
し
た
。
五
月
ま
で
続
い
た
交
渉
で
は
、
リ
ッ
チ
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
デ
ナ
ス
大
統
領
も
こ
の
提
案
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　
こ
の
時
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
経
済
的
困
難
（
農
民
と
労
働
者
の
要
求
に
答
え
て
改
革
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
資
金
が
な
い
）
に
加
え

て
政
治
的
な
苦
境
に
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
七
月
の
大
統
領
選
挙
の
た
め
に
、
｛
九
三
九
年
初
め
に
は
カ
ル
デ
ナ
ス
大
統
領
の
影
響
力
が
低
落

し
つ
つ
あ
っ
た
（
｛
三
鼠
ω
ヨ
。
）
。
保
守
的
な
辱
知
事
だ
ち
が
、
国
防
相
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
を
次
期
大
統
領
に
押
す
運
動
を
開
始
し
た
。
公
平

さ
を
守
る
た
め
に
カ
ル
デ
ナ
ス
は
候
補
と
な
っ
て
い
る
閣
僚
（
サ
ン
チ
ェ
ス
・
タ
ピ
ア
（
菊
駄
器
一
ω
ぎ
0
7
Φ
N
6
巷
冨
）
国
家
経
済
相
、
ム
ヒ
カ
、
そ
し

て
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
）
を
一
月
に
辞
任
さ
せ
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
の
決
定
は
、
革
命
以
来
カ
ル
デ
ナ
ス
の
思
想
的
な
教
師
で
あ
り
改
革
の
継
承
者

と
見
ら
れ
た
ム
ヒ
カ
を
失
望
さ
せ
た
。
米
国
大
使
館
を
訪
れ
た
彼
は
、
P
R
M
の
保
守
層
が
彼
の
選
挙
運
動
を
不
可
能
に
す
る
た
め
に
わ
ざ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

選
挙
活
動
を
早
め
た
の
だ
と
不
満
を
も
ら
し
た
。
C
T
M
の
代
表
た
ち
は
、
二
月
「
共
産
主
義
者
」
や
「
無
政
府
主
義
者
」
の
行
動
が
自
由
主

義
的
な
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
英
国
の
支
持
を
遠
ざ
け
た
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
「
例
」
を
持
ち
出
し
て
、
労
働
運
動
の
穏
健
化
と
ア
ビ
ラ
・
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
チ
ョ
へ
の
支
持
を
一
般
労
働
者
に
要
求
し
た
。

　
対
立
候
補
ア
ン
ド
レ
ウ
・
ア
ル
マ
サ
ン
（
甘
き
〉
巳
円
窪
》
ぎ
器
ぎ
）
の
人
気
も
あ
が
り
始
め
て
い
た
。
彼
は
、
P
R
M
の
候
補
と
し
て
出
馬

を
、
と
要
請
す
る
カ
ル
デ
ナ
ス
の
申
し
出
を
断
わ
り
、
中
産
階
級
や
資
本
家
ば
か
り
で
な
く
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
候
補
の
押
し
つ
け
に
反
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
産
業
労
働
者
や
画
家
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ラ
（
U
一
Φ
α
Q
。
蒙
く
㊦
邑
の
支
持
も
集
め
た
。
石
油
労
働
者
、
特
に
最
大
の
産
油
量
を
維
持
し
て
い
た
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旧
ア
ギ
ラ
系
油
田
の
労
働
者
た
ち
は
強
硬
に
外
国
石
油
資
本
と
の
妥
協
に
害
鳥
1
「
妥
協
は
メ
キ
シ
コ
革
命
の
否
定
で
あ
る
」
I
l
し
賃
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

げ
ス
ト
を
画
策
し
始
め
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
リ
ッ
チ
バ
ー
グ
と
の
石
油
交
渉
を
棚
上
げ
に
し
た
。

　
こ
の
時
、
米
国
か
ら
経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
が
メ
キ
シ
コ
を
襲
っ
た
。
六
月
二
六
日
、
米
国
上
院
は
一
九
三
四
年
銀
購
入
法
を
改
正
す
る
タ
ウ
ン

ゼ
ン
ド
（
甘
訂
日
。
≦
拐
Φ
巳
）
上
院
議
員
（
共
和
党
i
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
）
の
提
案
を
可
決
し
た
。
こ
れ
は
、
外
国
銀
購
入
は
、
税
金
の
無
駄
使
い
と

し
て
廃
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
知
ら
せ
ば
、
國
際
銀
価
格
を
急
速
に
下
落
さ
せ
、
ス
ア
レ
ス
を
「
呆
然
」
と
さ
せ
、
翌
二
七
日
の
朝
、
メ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
コ
銀
行
は
　
時
間
で
　
○
○
万
ド
ル
の
外
貨
を
失
っ
て
為
替
取
り
引
き
を
停
止
し
た
。

　
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
法
案
が
米
下
院
で
も
可
決
さ
れ
て
い
た
ら
、
メ
キ
シ
コ
銀
行
の
外
貨
準
備
は
消
滅
し
、
一
〇
万
人
を
雇
用
す
る
メ
キ
シ
コ
鉱

山
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
。
鉱
山
会
社
の
米
国
へ
の
銀
売
却
で
メ
キ
シ
コ
銀
行
は
、
二
〇
〇
〇
万
か
ら
二
二
〇
〇
万
ド
ル
を
、

金
を
現
送
せ
ず
に
得
て
い
た
。
法
案
成
立
で
こ
の
外
貨
が
メ
キ
シ
コ
銀
行
に
入
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
銀
価
格
の
下
落
は
即
座
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

輸
出
税
収
入
の
減
少
と
な
り
、
一
〇
〇
〇
万
ペ
ソ
を
メ
キ
シ
コ
政
府
は
失
う
こ
と
に
な
る
。
銀
購
入
は
、
米
国
資
本
の
鉱
山
の
保
護
と
同
時
に
、

メ
キ
シ
コ
政
府
財
政
と
メ
キ
シ
コ
経
済
・
雇
用
、
そ
し
て
政
治
情
勢
に
も
深
く
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
F
D
R
が
、
外
銀
購
入
の
継
続
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
た
。
二
七
日
、
彼
は
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
カ
ナ
ダ
の
銀
を
買
う
よ
う
に
財
務
省
に
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

じ
た
。
彼
は
、
欧
州
戦
争
で
ド
イ
ツ
の
勝
利
の
際
、
米
国
が
メ
キ
シ
コ
と
南
米
地
域
に
包
囲
さ
れ
る
危
険
を
議
員
た
ち
に
指
摘
し
た
。
二
八
日
、

下
院
は
上
院
案
を
否
決
し
た
。
外
銀
購
入
の
再
開
を
渋
る
モ
ル
ゲ
ン
ソ
ー
に
た
い
し
上
院
議
員
バ
ー
ク
リ
（
〉
一
ぴ
曾
ゆ
舞
獲
2
）
（
民
主
党
ー
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
州
）
は
、
米
墨
関
係
の
た
め
に
再
開
を
訴
え
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
翌
年
の
大
統
領
選
挙
を
に
ら
み
な
が
ら
、
銀
購
入
停
止
は
恰
好
の
攻

撃
材
料
を
共
和
党
に
与
え
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
、
「
今
は
二
五
セ
ン
ト
な
の
に
政
府
は
五
年
間
も
五
〇
セ
ン
ト
で
銀
を
買
っ
て
い
た
」
。
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

十
日
、
F
D
R
は
と
う
と
う
、
「
銀
価
格
を
三
五
セ
ン
ト
に
設
定
せ
よ
、
さ
も
な
い
と
メ
キ
シ
コ
が
破
産
す
る
」
と
モ
ル
ゲ
ン
ソ
ー
に
命
じ
た
。

　
七
月
六
日
に
再
開
さ
れ
た
米
国
の
銀
購
入
は
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
銀
価
格
を
引
き
上
げ
た
が
メ
キ
シ
コ
を
失
望
さ
せ
た
。
価
格
は
、
四
二
・
七

五
セ
ン
ト
で
は
な
く
、
三
五
セ
ン
ト
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
際
銀
価
格
と
ペ
ソ
の
価
値
は
リ
ン
ク
し
て
い
た
。
つ
ま
り
銀
価
格
が
下
が
れ
ば
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一
定
量
の
銀
売
却
に
伴
な
う
ド
ル
収
益
が
減
り
、
ペ
ソ
・
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
が
下
が
ら
な
い
限
り
ペ
ソ
収
入
も
減
る
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
国

内
の
最
低
賃
金
法
や
労
働
運
動
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
、
税
金
な
ど
に
よ
り
ペ
ソ
経
費
を
減
ら
す
合
理
化
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
、
銀
価
格
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

五
％
下
落
す
れ
ば
ペ
ソ
の
価
値
も
一
五
％
下
落
し
な
け
れ
ば
メ
キ
シ
コ
鉱
山
業
は
現
行
の
労
働
条
件
で
は
経
営
が
続
か
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う

中
に
あ
っ
て
、
銀
価
格
を
維
持
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
「
銀
価
格
が
も
う
少
し
下
落
し
、
ペ
ソ
が
そ
れ
に
つ
れ
て
下
落
す
る
と
、
大
変

な
価
格
状
況
が
生
ま
れ
る
。
人
々
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
逃
げ
道
を
商
品
や
土
地
投
資
に
求
め
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
」
。
原
料
・

資
本
財
を
米
国
に
頼
る
産
業
（
最
大
の
も
の
は
メ
キ
シ
コ
政
府
）
は
輸
入
困
難
と
な
り
、
メ
キ
シ
コ
銀
行
も
産
業
拡
大
の
た
め
の
融
資
を
断
念
し

て
操
業
継
続
の
た
め
の
融
資
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
農
村
と
市
場
と
を
結
ぶ
道
路
建
設
事
業
は
一
九
四
二
年
に
米
輸
出
入
銀
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

融
資
が
来
る
ま
で
二
年
以
上
中
断
し
た
。

　
銀
問
題
の
余
塵
が
収
ま
り
か
け
た
七
月
十
～
日
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
と
、
つ
と
う
り
ッ
チ
バ
ー
グ
提
案
に
対
す
る
返
答
を
出
し
た
。
F
D
R
に

よ
る
石
油
問
題
を
始
め
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
政
府
同
士
の
協
力
の
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
キ
シ
コ
案
は
メ
キ
シ
コ
人
を
多
数
派
と
す
る
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
石
油
資
本
と
の
共
同
経
営
案
を
打
ち
出
し
た
。
石
油
企
業
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
あ
く
ま
で
も
米
国
人
に
よ
る
経
営
を
主
張
し
た
。
八
月
一
日
、

メ
キ
シ
コ
政
府
の
財
政
状
態
を
心
配
す
る
F
D
R
は
メ
キ
シ
コ
大
使
と
面
会
し
、
早
急
に
石
油
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
即
興
の
提
案
を
行
な

っ
た
。
新
し
い
メ
キ
シ
コ
石
油
会
社
の
役
員
を
三
人
ず
つ
メ
キ
シ
コ
政
府
、
石
油
会
社
、
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
・
米
国
両
政
府
共
同
で
選
ぶ
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
も
の
で
あ
る
。
両
者
に
拒
絶
さ
れ
て
し
び
れ
を
切
ら
し
た
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
十
四
日
、
記
者
会
見
で
こ
の
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
米
国
政
府

提
案
は
、
政
治
的
に
分
裂
し
つ
つ
あ
る
メ
キ
シ
コ
人
を
団
結
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
革
命
期
の
マ
デ
ロ
（
御
門
Q
コ
O
一
ω
O
O
ζ
動
山
Φ
戦
O
）

入
城
以
来
最
大
の
大
衆
集
会
を
開
く
ア
ル
マ
サ
ン
候
補
も
カ
ル
デ
ナ
ス
の
拒
絶
を
支
持
し
た
。
英
外
務
省
は
、
こ
の
提
案
を
拒
否
す
る
こ
と
で

カ
ル
デ
ナ
ス
は
「
確
実
な
地
歩
を
得
、
石
油
会
社
に
対
す
る
彼
の
政
策
ー
メ
キ
シ
コ
紙
に
よ
れ
ば
メ
キ
シ
コ
対
米
国
の
問
題
一
に
よ
っ
て
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
り
も
強
固
な
支
持
を
従
え
て
い
る
」
と
観
察
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
は
、
カ
ル
デ
ナ
ス
の
抜
け
道
の
余
地
を
奪
い
取

る
。
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第
四
章
　
フ
ラ
ン
ス
陥
落
と
米
墨
軍
事
協
力

　
第
二
次
大
戦
は
、
改
革
と
石
油
国
有
化
の
経
済
的
影
響
に
苦
し
ん
で
い
た
メ
キ
シ
コ
の
経
済
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
。
第
一
次
大
戦
時
の
よ
う

な
鉱
産
物
や
輸
出
食
料
品
価
格
の
上
昇
は
起
き
な
か
っ
た
。
連
合
国
は
帝
国
内
で
の
物
資
調
達
と
効
果
的
な
食
料
配
給
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ

①る
。
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
た
た
れ
た
メ
キ
シ
コ
は
、
ド
イ
ツ
の
石
油
輸
出
市
場
を
断
念
し
よ
り
高
価
な
米
国
の
資
本
財
を
購
入
せ
ざ
る
を
え
な

　
　
　
②

く
な
っ
た
。
一
時
的
な
ペ
ソ
価
値
の
上
昇
は
銀
価
格
の
上
昇
を
伴
わ
な
か
っ
た
た
め
鉱
山
経
営
を
苦
境
に
陥
れ
た
。
主
食
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
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不
足
に
悩
む
メ
キ
シ
コ
は
、
一
九
三
六
年
以
来
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
輸
入
を
続
け
て
い
た
。
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
市
の
一
般
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
一
一
五
・
五
聖
ペ
ソ
（
｝
九
三
一
二
年
に
は
五
九
・
四
五
ペ
ソ
）
を
一
九
三
八
年
に
は
食
費
に
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
成
長
し
つ

つ
あ
る
都
市
中
産
階
級
は
、
食
料
価
格
の
騰
貴
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
た
農
地
改
革
と
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
に
対
す
る
批
判
の
声
を
強
め
た
。

メ
キ
シ
コ
銀
行
の
発
行
す
る
紙
幣
通
貨
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
銀
貨
に
慣
れ
た
メ
キ
シ
コ
人
は
、
紙
幣
の
価
値
に
「
強
い
不
安
」
を
感
じ

　
　
④

始
め
た
。

　
米
国
務
省
は
、
メ
キ
シ
コ
の
苦
境
に
無
頓
着
に
圧
力
を
か
け
続
け
た
。
ま
ず
、
ハ
ル
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
石
油
協
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
三
・
五
％
の
一
部
し
か
メ
キ
シ
コ
に
輸
入
割
当
を
与
え
な
か
っ
た
。
産
業
発
展
に
必
要
な
発
電
施
設
な
ど
へ
の
輸
出
入
銀
行
の
借
款
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

経
済
的
に
重
要
で
見
通
し
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
務
省
は
石
油
紛
争
を
理
由
に
検
討
を
拒
絶
し
た
。

　
カ
ル
デ
ナ
ス
の
対
米
政
策
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。
シ
ン
ク
レ
ア
（
ω
一
口
O
一
9
一
H
）
石
油
利
権
と
の
交
渉
進
捗
を
見
て
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

有
化
を
認
め
る
最
高
裁
判
決
を
支
持
し
て
閣
僚
た
ち
を
驚
か
せ
た
。
し
か
し
、
米
国
労
働
運
動
の
指
導
者
ル
イ
ス
（
旨
。
ぎ
ピ
①
鼠
ω
）
を
仲
介
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
F
D
R
と
の
直
接
交
渉
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　
経
済
的
・
政
治
的
な
苦
境
の
中
で
経
済
が
順
調
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
五
に
設
定
さ
れ
て
い
た
ペ
ソ
為
替
レ
ー
ト
を
、
十
二
月
半
ば
メ

キ
シ
コ
銀
行
は
維
持
で
き
な
く
な
り
、
ド
ル
と
ペ
ソ
と
の
交
換
を
再
び
停
止
し
た
。
理
由
は
、
欧
州
戦
争
で
輸
出
市
場
を
失
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
米
国
か
ら
の
輸
入
が
激
増
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
銀
行
の
外
貨
準
備
は
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
割
り
込
み
（
四
〇
年
二
月
に
は
二

五
〇
〇
万
ド
ル
）
、
六
月
に
五
〇
〇
万
ド
ル
あ
っ
た
為
替
準
備
金
は
一
〇
〇
万
ド
ル
を
割
っ
た
。
ダ
ニ
エ
ル
ズ
は
、
メ
キ
シ
コ
の
通
貨
体
制
が
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

険
な
状
態
に
あ
り
、
六
ペ
ソ
を
は
る
か
に
下
回
る
と
こ
ろ
ま
で
下
落
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
国
務
省
に
警
告
し
た
。

　
反
対
候
補
の
ア
ル
マ
サ
ン
の
人
気
が
高
ま
り
、
「
有
能
な
指
導
者
」
が
一
人
い
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
に
革
命
状
況
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
こ
の
時
期
の
メ
キ
シ
コ
情
勢
に
つ
い
て
ダ
ニ
エ
ル
ズ
は
警
告
し
た
。
メ
キ
シ
コ
の
政
治
情
勢
は
、
改
革
を
目
指
す
政
府
が
約
束
を
果
た
せ
な

い
た
め
左
派
が
急
進
化
し
、
そ
の
運
動
を
抑
さ
え
る
た
め
に
右
派
が
武
力
に
訴
え
る
、
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
内
戦
前
夜
に
似
て
い
る
と
い
う
観
察
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⑩

が
広
く
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
危
機
の
中
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
盟
友
で
あ
る
労
働
組
合
の
自
立
性
を
押
さ
え
こ
ま
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
で
に
十
二
月
半

ば
、
彼
は
石
油
紛
争
と
労
働
組
合
の
賃
上
げ
要
求
に
よ
っ
て
、
彼
の
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
農
業
改
革
が
頓
挫
し
て
い
る
と
不
満
を
表
明
し
て

い
た
。
一
九
四
〇
年
二
月
カ
ル
デ
ナ
ス
は
ゲ
レ
ロ
州
で
お
こ
な
っ
た
重
要
な
演
説
で
、
彼
の
政
策
は
社
会
主
義
的
で
も
共
産
主
義
的
で
も
な
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
君
主
制
国
家
が
進
め
て
い
る
改
革
よ
り
も
穏
健
な
も
の
で
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
の
産
業
と
労
働
者
の
熟
練
度
は
労
働
者
の
賃

上
げ
を
許
す
ほ
ど
発
展
し
て
い
な
い
と
述
べ
、
石
油
労
働
者
に
対
し
て
賃
下
げ
と
人
員
削
減
を
飲
む
よ
う
に
要
求
し
た
。
三
月
、
鉄
道
労
働
者

に
対
し
て
、
労
働
者
管
理
を
停
止
し
鉄
道
運
営
の
権
限
を
通
信
大
臣
の
手
に
移
す
と
申
し
渡
し
た
。
六
月
、
ラ
グ
ナ
の
綿
花
エ
ヒ
ー
ド
耕
作
者

に
対
し
て
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
「
闘
争
ば
か
り
で
は
な
く
土
地
の
分
配
と
し
て
の
革
命
の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
言
い
渡
し
た
。
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、

富
の
再
分
配
、
つ
ま
り
社
会
変
革
を
ひ
と
ま
ず
停
止
し
、
生
産
の
拡
大
と
労
働
者
の
規
律
化
こ
そ
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
の

　
　
⑪

で
あ
る
。

　
国
務
省
は
、
改
革
の
後
退
を
労
働
者
に
押
し
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
カ
ル
デ
ナ
ス
の
苦
境
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
。
通
貨
危
機
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
メ
キ
シ
コ
政
府
は
自
分
が
作
り
出
し
た
不
安
定
状
況
を
憂
慮
し
て
お
り
、
米
国
政
府
が
そ
れ
を
癒
す
役
目
は
負
っ
て
い
な
い
」
と
。
ハ
ル
は
、

四
月
三
日
、
石
油
紛
争
の
国
際
調
停
を
要
求
し
て
、
メ
キ
シ
コ
政
府
と
米
国
政
府
の
問
に
は
、
接
収
さ
れ
た
石
油
資
産
の
賠
償
方
法
を
め
ぐ
っ

て
「
明
白
な
る
見
解
の
相
違
」
が
あ
る
と
明
言
し
た
。
ウ
ッ
ド
は
こ
の
ノ
ー
ト
を
石
油
会
社
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と

す
る
が
、
ハ
ル
の
英
国
大
使
に
対
す
る
説
明
や
メ
キ
シ
コ
大
使
へ
の
要
求
の
様
子
か
ら
す
れ
ば
、
選
挙
直
前
の
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
に
揺
さ
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
か
け
よ
う
と
す
る
国
務
長
官
と
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
一
時
、
石
油
国
有
化
を
F
D
R
政
権
が
支
持
し
て
い
る
と
い
う
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

象
を
弱
め
（
ア
ル
マ
サ
ン
派
に
有
利
）
、
C
T
M
や
P
R
M
の
反
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
声
を
高
め
た
。

　
こ
の
緊
張
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
な
銀
購
入
停
止
を
め
ぐ
る
議
論
が
米
国
上
院
で
再
開
さ
れ
て
い
た
。
F
D
R
は
民
主
党
上
院
議
員
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ド
ウ
ニ
ー
G
。
訂
鉱
磐
U
O
壽
3
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ワ
グ
ナ
ー
沁
。
σ
Φ
湊
芝
鋤
α
Q
⇒
葭
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
バ
ー
ク
リ
）
を
動
員
し
て
タ
ウ
ン
ゼ
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ン
ド
案
を
封
じ
た
。
国
務
省
で
は
ダ
ガ
ン
（
い
窪
話
ま
Φ
∪
蘇
σ
q
α
q
き
）
、
財
務
省
で
は
ホ
ワ
イ
ト
や
ベ
ル
（
U
鋤
巳
鉱
切
Φ
ε
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し

た
。
と
り
わ
け
、
ホ
ワ
イ
ト
は
二
月
二
十
三
日
の
財
務
省
に
お
け
る
会
議
で
、
（
一
）
銀
購
入
の
停
止
は
国
際
銀
価
格
を
一
〇
セ
ン
ト
以
下
に

押
し
下
げ
メ
キ
シ
コ
通
貨
は
八
ペ
ソ
に
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
、
（
二
）
銀
購
入
停
止
は
七
年
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
政
策
が
誤
り
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
戸
前
に
迫
っ
た
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
を
不
利
に
す
る
だ
ろ
う
と
主
張
し
、
渋
る
モ
ル
ゲ
ン
ソ
ー
を
大
統
領
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

方
針
に
従
う
よ
う
に
説
得
し
た
。

　
上
院
本
会
議
で
の
ド
ウ
ニ
ー
議
員
の
主
張
が
当
時
の
米
墨
関
係
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
か
ら
二
分
の
一
の
領
土
と
そ
れ

以
上
の
富
を
「
野
蛮
で
不
正
か
つ
強
欲
な
方
法
」
で
奪
っ
た
米
国
は
、
多
大
の
債
務
を
メ
キ
シ
コ
人
民
と
そ
の
政
府
に
負
っ
て
お
り
、
「
メ
キ

シ
コ
か
ら
奪
っ
た
州
の
一
つ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
の
議
員
」
と
し
て
、
米
国
の
「
通
貨
問
題
を
解
決
す
る
見
通
し
が
な
い
一
方
、
メ
キ
シ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
は
破
滅
的
な
打
撃
を
確
実
に
も
た
ら
す
」
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
法
案
に
シ
ェ
リ
ダ
ン
議
員
は
反
対
し
た
。
メ
キ
シ
コ
政
府
も
米
国
大
使
館
を
通
じ

て
圧
力
を
か
け
た
。
大
蔵
大
臣
ス
ア
レ
ス
は
、
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
法
案
が
通
過
し
て
メ
キ
シ
コ
の
銀
鉱
山
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
、
鉱
山
業
ば
か
り
で

は
な
く
政
府
収
入
の
減
少
に
よ
る
公
共
事
業
の
停
止
に
伴
な
う
失
業
の
増
加
と
経
済
の
悪
化
で
、
七
月
七
日
の
大
統
領
選
挙
後
に
流
血
を
伴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

う
革
命
が
起
き
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
。

　
五
月
十
日
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
低
地
帯
諸
国
へ
の
侵
入
と
そ
れ
に
続
く
フ
ラ
ン
ス
の
陥
落
は
、
石
油
紛
争
、
銀
購
入
問
題
、
そ
し
て
メ
キ
シ
コ

大
統
領
選
挙
と
い
う
問
題
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
メ
キ
シ
コ
の
安
定
を
米
国
の
安
全
保
障
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
。
F
D
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
、
英
国
が
陥
落
し
た
場
合
、
ド
イ
ツ
が
貿
易
関
係
を
通
じ
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
進
出
し
て
く
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
ホ

ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
は
民
主
党
議
員
に
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
案
に
関
す
る
討
論
を
で
き
る
限
り
遅
ら
せ
る
よ
う
要
請
し
た
。
外
銀
購
入
政
策
は
「
メ
キ

シ
コ
政
策
」
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
も
外
銀
の
半
分
近
く
を
メ
キ
シ
コ
か
ら
買
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
一
九
三
九
年
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
相

当
の
銀
輸
入
の
内
一
三
〇
〇
万
ド
ル
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
）
。
下
院
で
差
し
戻
し
を
受
け
た
後
、
六
月
十
八
日
、
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
案
は
上
院
で
否
決
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

れ
て
廃
案
と
な
っ
た
。
F
D
R
の
努
力
が
な
け
れ
ば
法
案
は
通
過
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
メ
キ
シ
コ
大
使
は
カ
ル
デ
ナ
ス
に
報
告
し
た
。

133 （771）



　
フ
ラ
ン
ス
の
陥
落
は
、
メ
キ
シ
コ
政
府
の
対
米
政
策
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
厚
生
大
臣
シ
ウ
ロ
ブ
（
｝
。
怨
ω
貯
δ
げ
）
は
、
米
国
大
使
館
付

武
官
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
彼
が
五
月
に
米
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
カ
ル
デ
ナ
ス
と
彼
に
非
常
に
近
い
政
治
家
た
ち
が
（
一
）
カ
ル
デ
ナ
ス

政
権
の
立
場
を
強
め
、
（
二
）
国
防
力
を
高
め
、
（
三
）
ア
ル
マ
サ
ン
派
に
よ
る
革
命
を
防
止
す
る
た
め
に
米
国
と
同
盟
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

う
結
論
に
達
し
た
、
と
。
五
月
三
十
一
日
、
カ
ル
デ
ナ
ス
と
ス
ア
レ
ス
、
駐
米
メ
キ
シ
コ
大
使
ら
が
対
米
政
策
を
議
論
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
即
座
に
ド
イ
ツ
の
勝
利
に
終
わ
っ
て
も
二
年
以
上
長
引
い
て
い
も
、
メ
キ
シ
コ
は
米
国
の
西
半
球
防
衛
に
協
力
す
べ
き
だ
と
結
論
し
た
。
六

月
四
日
、
ウ
ェ
ル
ズ
と
会
談
し
た
メ
キ
シ
コ
大
使
は
軍
事
協
力
を
申
し
出
た
。
十
日
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
中
立
主
義
を
捨
て
て
メ
キ
シ
コ
は
親
連

合
国
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
十
一
日
、
国
務
長
官
ハ
ル
は
、
メ
キ
シ
コ
政
府
か
ら
石
油
問
題
に
関
す
る
四
月
三
日
ノ
ー
ト
の
返
答
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
キ
シ
コ
は
「
善
隣
」
と
し
て
汎
米
主
義
に
協
力
し
て
い
る
と
称
賛
し
た
。

　
～
二
日
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
メ
キ
シ
コ
大
使
に
臨
時
の
米
州
外
相
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
打
診
を
お
こ
な
っ
た
。
米
国
の
提
唱
し
た
こ
の
ハ
バ
ナ

会
議
に
つ
い
て
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
二
度
閣
議
を
開
い
て
態
度
を
決
定
し
た
。
十
九
日
の
閣
議
で
は
、
米
州
へ
の
ド
イ
ツ
の
脅
威
は
米
国
の

宣
伝
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
国
際
法
学
者
フ
ァ
ベ
ラ
（
H
ω
箆
δ
閃
鋤
げ
Φ
冨
）
と
、
英
国
を
屈
伏
さ
せ
た
後
南
米
南
部
か
ら
進
出
し
て
く
る
ド
イ

ツ
と
迎
え
繋
つ
米
国
と
の
衝
突
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
必
然
的
に
戦
場
と
な
っ
て
独
立
の
維
持
は
不
可
能
に
な
る
、
と
主
張
す
る
ス
ア
レ
ス
や

軍
の
代
表
ら
が
対
立
し
た
が
、
二
十
一
日
ま
で
に
後
者
が
論
争
に
勝
ち
、
カ
ル
デ
ナ
ス
は
、
ハ
バ
ナ
会
議
で
米
国
に
協
力
す
る
方
針
を
打
ち
出
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
た
。
こ
こ
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
メ
キ
シ
コ
・
米
国
間
の
軍
事
協
力
関
係
の
基
礎
づ
く
り
が
始
ま
る
。

　
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
対
米
協
力
は
国
内
向
け
の
宣
伝
で
も
あ
っ
た
。
米
国
武
官
は
、
六
月
初
旬
よ
り
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
が
対
米
政
策
で
「
驚

く
べ
き
」
変
化
を
示
し
、
今
度
は
メ
キ
シ
コ
大
衆
の
間
で
「
米
国
政
府
が
、
現
在
の
政
府
と
そ
れ
が
推
す
大
統
領
候
補
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
と

を
支
持
し
て
い
る
」
と
い
う
印
象
が
深
ま
り
つ
つ
あ
み
と
観
察
し
趣
・
し
か
し
・
七
月
吉
の
大
統
擾
挙
は
・
メ
キ
シ
コ
市
で
は
カ
ル
デ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ス
も
投
票
で
き
な
い
流
虹
と
不
正
の
内
に
終
わ
っ
た
。
民
主
主
義
の
確
立
と
い
う
カ
ル
デ
ナ
ス
め
希
望
は
実
現
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
F
D
R
政
権
の
武
器
禁
輸
や
副
大
統
領
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
（
麟
窪
蔓
類
鋤
蕾
8
）
の
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
大
統
領
就
任
式
へ
の
派
遣
は 134 （772）



銀と石油一善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ル
マ
サ
ン
派
に
よ
る
政
府
転
覆
の
動
き
を
抑
さ
え
た
。
四
十
年
十
一
月
、
米
大
統
領
選
挙
が
お
わ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
財
務
省
は
銀
購
入

を
継
続
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
そ
の
理
由
を
「
現
在
の
メ
キ
シ
コ
情
勢
の
重
要
な
性
格
…
…
の
た
め
に
、
メ
キ
シ
コ
と
の
よ
り

友
好
的
な
関
係
を
困
難
に
す
る
政
策
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
。
銀
輸
出
は
、
メ
キ
シ
コ
通
貨
を
支
え
る
の
に
必
要
な
外
貨
を
稼
ぐ
源
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
」
と
説
明
し
た
。
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結

諮貢冊

　
本
稿
は
、
次
の
四
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
一
九
三
七
年
の
冬
に
は
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
改
革
を
進
め
る
上
で
深
刻
な
財
政
・
外
貨
危

機
に
陥
っ
て
い
た
。
F
D
R
政
権
は
、
九
〇
〇
〇
万
ド
ル
借
款
お
よ
び
経
済
開
発
援
助
委
員
会
の
設
立
な
ど
に
よ
る
援
助
策
を
準
備
中
で
あ
っ

た
。
第
二
に
外
国
石
油
資
産
の
接
収
は
、
財
政
援
助
で
息
を
吹
き
返
す
か
に
見
え
た
改
革
へ
の
取
組
へ
の
道
を
断
っ
た
。
石
油
資
産
接
収
は
、



善隣外交とメキシコのカルデナス改革の後退、一九三八一四〇年（杉山）銀と石油

外
国
石
油
利
権
と
り
わ
け
米
国
の
そ
れ
が
メ
キ
シ
コ
主
権
を
無
視
し
た
た
め
に
お
き
た
状
況
的
政
治
決
断
で
あ
っ
た
。
石
油
資
産
接
収
は
政
治

的
決
断
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
解
決
は
遅
れ
た
。
石
油
労
組
の
自
主
管
理
へ
の
要
求
を
押
さ
え
て
P
e
m
e
x
を
設
立
し
た
カ
ル
デ
ナ
ス
に
と

っ
て
、
外
国
資
本
に
よ
る
経
営
を
｝
時
的
に
で
も
再
び
導
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
分
裂
し
つ
つ
あ
る
政
治
状
況
の
な
か
で
（
そ
の

原
困
の
一
つ
は
石
油
国
有
化
が
悪
化
さ
せ
た
経
済
状
況
と
そ
れ
に
伴
な
う
改
革
の
後
退
で
あ
っ
た
）
い
か
に
弱
い
も
の
で
あ
っ
て
も
国
内
統
一
を
維
持
す

る
に
は
国
有
化
さ
れ
た
石
油
産
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
弱
ま
る
国
内
統
合
で
メ
キ
シ
コ
は
外
部
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
二
の
舞
を
避
け
よ
う
と
い
う
意
識
も
、
改

革
の
中
断
と
中
道
へ
の
路
線
変
更
を
促
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
さ
ら
な
る
改
革
を
求
め
る
急
進
派
を
カ
ル
デ
ナ
ス
の
政
治
運
動
か
ら
疎
外
し

た
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
お
け
る
フ
ラ
ン
コ
派
の
勝
利
、
経
済
的
困
難
に
起
因
す
る
保
守
派
の
復
活
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
れ
が
反
対
候
補
ア
ル
マ

サ
ン
勢
力
を
前
例
の
な
い
人
気
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
、
政
治
的
経
済
的
に
米
国
へ
の
依
存
度
を
強
め
た
。

　
第
三
に
、
米
国
の
対
メ
キ
シ
コ
政
策
は
、
国
務
省
と
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
お
よ
び
財
務
省
と
い
う
二
つ
の
流
れ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。

国
務
省
の
強
硬
な
石
油
紛
争
に
関
す
る
政
策
ー
カ
ル
デ
ナ
ス
が
政
治
的
対
立
の
激
化
す
る
メ
キ
シ
コ
を
ま
と
め
る
の
に
役
立
っ
た
一
が
、

米
墨
関
係
を
奏
で
る
シ
ン
バ
ル
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
財
務
省
の
主
導
し
た
銀
購
入
政
策
は
、
そ
の
通
奏
低
音
で
あ
っ
た
。
五
セ
ン
ト
か
ら
一

五
セ
ン
ト
に
低
迷
し
て
い
た
は
ず
の
国
際
銀
価
格
を
財
務
省
が
四
二
・
七
五
そ
し
て
三
五
セ
ン
ト
に
維
持
し
た
。
一
九
三
四
年
銀
購
入
法
が
国

内
経
済
の
回
復
に
何
の
効
果
も
な
い
の
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
国
大
統
領
選
挙
そ
し
て
メ
キ
シ
コ
政
策
と
し
て
、
F
D
R

や
民
主
党
上
院
議
員
、
ホ
ワ
イ
ト
ら
財
務
省
官
僚
は
銀
購
入
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
努
力
は
共
和
党
上
院
議
員
の
雑
音
を
妨
げ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
銀
価
格
の
低
下
に
伴
な
い
ペ
ソ
も
下
落
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
は
改
革
は
も
と
よ
り
経
済
開
発
に
必
要
な
資
本
財
の

輸
入
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
陥
落
に
至
る
情
勢
の
急
変
こ
そ
が
、
銀
購
入
の
継
続
を
決
定
的
に
し
、
石
油
問
題
を
棚
上
げ
に
し
、
メ
キ
シ
コ
大
統
領

選
挙
を
カ
ル
デ
ナ
ス
に
有
利
に
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
向
け
た
米
墨
協
力
関
係
を
作
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
非
干
渉
政
策
と
銀
購
入
は
、
米
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国
石
油
資
本
の
頑
迷
さ
に
主
な
責
任
の
あ
る
石
油
資
産
接
収
の
後
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
の
存
続
に
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
も
の
の
カ
ル

デ
ナ
ス
の
「
改
革
」
を
救
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
四
〇
年
＝
　
月
に
就
任
し
た
ア
ビ
ラ
・
カ
マ
チ
ョ
政
権
は
、
工
業
化
を
貧
困
の
根

本
治
療
法
と
し
て
、
実
は
対
症
療
法
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
す
る
米
国
の
対
応
に
つ
い
て
論
じ
る
に
は
稿
を
改
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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Silver　and　Oil：　The　Good　Neighbor　Policy　and　the

Retrenclment　of　Cardenas’s　Reforms，　1938－1940

by

SUGIYAMA　Shigeru

　　Mexican　President　Lazaro　Cardenas　expropriated　tke　foreign　oll　industries　on

18　March　1938．　This　paper　examines　the　Franklin　D．　Roosevelt　administration’s

policy　toward　Mexico　after　the　oil　expropriation．　Spechically，　it　looks　at　four

factors：　a　firianciai　crisis　of　the　Cardenas　governnient；　oil　nationalization；　foreign

silver　purchases；　and　the　intematioBal　context．

　　Several　themes　emerge．　First，　New　Dealers，　such　as　Roosevelt，　Ambassador

Josephus　Daniels，　and　Secretary　of　the　Treasury　Henry　Morgenthau，　Jr．，　had

strong　sympathy　for　Cardenas’s　land　reform．　Their　national　security　concern　also

played　an　important　role；　they　wanted　to　avoid　a　pitched　battle　between　capital

and　labor　on　the　model　of　the　Spanish　Civil　War血MexicO．　They　were　ready　to

provide　substantial　financial　aid　for　the　Cardenas　govemment　in　December　1937．

Second，　the　oil　nationalization　was　a　political　decision　resulted　from　the

intransigeltce　of　the　foreign　oil　industries．　However，　economic　and　political　costs

of　the　oil　nationalization　exceeded　Mexico’s　revenues　created　by　U．　S．　sllver

purchases，　which　fumished　Mexico　with　an　assured　market　for　its　most　important

export　commodity．　Thus，　the　oil　nationalization　jeopardized　a　large　loan　program

the　Roosevelt　administration　contemplated　then，　increased　Mexico’s　economic　and

political　constraints　resulting　lirom　rapid　social　reforms，　and　led　CArdenas　to

compromise　with　conservative　forces　in　Mexico．　Third，　U．　S．　sympathy　and　silver

purchases　were　not　suthcient　to　ameliorate　Mexico’s　economic　crisis，　and

consequent　political　crisis．　The　U．　S．　policy　toward　Mexico　became　to　act　as　a

preventive　poticy　of　collapse　of　the　Cardenas　government．　Lastly，　by　Apri1　1940

U．　S．　and　Mexican　policymakers　faced　a　critical　conjuncture　resulting　from　the

near　collapse　of　Mexican　monetary　system，　the　presidential　elections　in　Mexico，

and　the　impasse　of　the　oil　dispute．　The　German　invasion　of　the　Low　Countries　and

the　subsequent　faH　of　France　made　the　policymakers　of　the　two　Rations　cooperate．
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